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Ⅰ 令和４年度下半期の事業の概況 

 

 

１ 業務量 

  モーターボート競走事業の下半期の開催日数は８４日で、１日平均舟券売

上金額は５５１，１０５，３６８円（前年同期比２０．９％増）、１日平均返

還金額は８，５８６，２９３円（前年同期比３６．９％増）となっています。 

  １日平均有料入場人員は１，７７６人（前年同期比２７．７％増）となって

います。 

  なお、ＧⅠ開設６８周年記念競走を１０月に、ＳＧ第５８回ボートレースク

ラシック（鳳凰賞競走）を３月に開催しました。 

場間場外発売は、平和島スタンドで延べ１７６日、平和島劇場で延べ２，０

２６日、ボートピア河辺で延べ１，４８７日、ボートピア横浜で延べ１，３２

５日、ミニボートピア黒石で延べ１，５１２日、オラレ上越で延べ１，２８６

日、オラレ刈羽で延べ１，３７４日行いました。 

   

 

 

２ 経理の状況 

  収益的収入の執行済額は９１，４１１，６１３千円（執行率９２．９％）、

収益的支出の執行済額は８６，９３６，３２９千円（執行率９１．８％）とな

っています。 

  資本的収入の執行済額は１，８２８，８８４千円（執行率１００．０％）、

資本的支出の執行済額は４，６８７，１５４千円（執行率９９．９％）となっ

ています。 

  営業利益は５，９１３，５６７千円、経常利益は４，６０８，５４９千円、

特別損益を含む当年度純利益は４，４３４，４８１千円となっています。 

 

  



 

Ⅱ 令和４年度下半期の経理の概況 

 

１ 予算執行状況 

⑴  収益的収入及び支出 

収入 

科  目 
予算現額 

（千円） 

執行済額 

（千円） 

執行率

（％） 

１ 競走事業収益 98,397,481 91,411,613 92.9 

１ 営業収益 98,345,740 91,356,999 92.9 

２ 営業外収益 51,741 54,614 105.6 

 

支出 

科  目 
予算現額 

（千円） 

執行済額 

（千円） 

執行率

（％） 

１ 競走事業費用 94,699,012 86,936,329 91.8 

１ 営業費用 94,514,154 86,754,882 91.8 

２ 営業外費用 10,789 7,379 68.4 

３ 特別損失 174,069 174,068 100.0 

 

 ⑵ 資本的収入及び支出 

収入 

科  目 
予算現額 

（千円） 

執行済額 

（千円） 

執行率

（％） 

１ 資本的収入 1,828,883 1,828,884 100.0 

 

支出 

科  目 
予算現額 

（千円） 

執行済額 

（千円） 

執行率

（％） 

１ 資本的支出 4,691,246 4,687,154 99.9 

１ 建設改良費 191,246 187,154 97.9 

３ 利益剰余金繰出金 4,500,000 4,500,000 100.0 

 

※各区分の金額は、千円未満を四捨五入しています 



(単位：円)

１　営業収益

　(1) 開催収益 85,397,374,300

　(2) 場間場外発売事務受託収益 5,638,090,336

　(3) その他営業収益 314,449,839 91,349,914,475

２　営業費用

　(1) 開催費 80,507,488,740

　(2) 場間場外発売事務受託費 4,314,903,888

　(3) 管理費 253,399,458

　(4) 減価償却費 211,636,438

　(5) 資産減耗費 148,918,528 85,436,347,052

　　営業利益 5,913,567,423

３　営業外収益

　(1) 使用料 4,820

　(2) 受取利息及び配当金 1,151,320

　(3) 長期前受金戻入 51,441,593

　(4) 雑収益 2,012,618 54,610,351

４　営業外費用

　(1) 支払利息 4,538,785

　(2) 雑支出 1,355,090,153 1,359,628,938 △ 1,305,018,587

　　経常利益 4,608,548,836

５　特別利益 0 0

６　特別損失

　(1) 減損損失 174,068,221 174,068,221 △ 174,068,221

　　当年度純利益 4,434,480,615

　　前年度繰越利益剰余金 1,717,553,921

　　その他未処分利益剰余金変動額 1,828,883,500

　　当年度未処分利益剰余金 7,980,918,036

(令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで)

令和４年度　府中市競走事業損益計算書



(単位：円)

資産の部

１　固定資産

　(1) 有形固定資産

　　イ　土地 3,242,246,476

　　ロ　建物 837,488,561

　　　　減価償却累計額 △ 336,048,168 501,440,393

　　ハ　建物附属設備 609,511,817

　　　　減価償却累計額 △ 89,762,271 519,749,546

　　ニ　構築物 16,252,632

　　　　減価償却累計額 △ 1,148,796 15,103,836

　　ホ　機械及び装置 210,798,479

　　　　減価償却累計額 △ 68,252,182 142,546,297

　　ヘ　工具器具及び備品 742,793,712

　　　　減価償却累計額 △ 622,274,835 120,518,877

　　ト　リース資産 875,982,764

　　　　減価償却累計額 △ 102,324,573 773,658,191

　　　有形固定資産合計 5,315,263,616

　(2) 無形固定資産

　　イ　リース資産 2,846,625

　　　無形固定資産合計 2,846,625

　　　固定資産合計 5,318,110,241

２　流動資産

　(1) 現金預金 7,162,419,360

　(2) 開催資金 361,870,000

　(3) 未収金 323,053,986

　(4) 繰出金 4,500,000,000

　　　流動資産合計 12,347,343,346

　　　資産合計 17,665,453,587

令和４年度　府中市競走事業貸借対照表
(令和５年３月３１日)



３　固定負債

　(1) リース債務 381,844,612

　　　固定負債合計 381,844,612

４　流動負債

　(1) リース債務 192,072,241

　(2) 未払金 2,993,838,742

　(3) 前受金 2,354,620

　(4) 引当金

　　イ　賞与引当金 15,070,000

　　ロ　法定福利費引当金 2,777,000

　(5) 預り金 182,159,697

　　　流動負債合計 3,388,272,300

５　繰延収益

　(1) 長期前受金 523,112,710

　(2) 長期前受金収益化累計額 △ 263,132,455

　　　繰延収益合計 259,980,255

　　　負債合計 4,030,097,167

６　資本金 5,654,438,384

７　剰余金

　(1) 資本剰余金 0

　(2) 利益剰余金

　　イ　当年度未処分利益剰余金 7,980,918,036

　　　利益剰余金合計 7,980,918,036

　　　剰余金合計 7,980,918,036

　　　資本合計 13,635,356,420

　　　負債資本合計 17,665,453,587

資本の部

負債の部



 

Ⅲ 附表 

 

１ 固定資産明細書 

 ⑴ 有形固定資産                     （単位：円） 

資産の種類 年度当初現在高 当年度増加額 当年度減少額 年度末現在高 

土地 3,242,246,476 0 0 3,242,246,476 

建物 837,488,561 0 0 837,488,561 

建物附属設備 609,511,817 0 0 609,511,817 

構築物 16,252,632 0 0 16,252,632 

機械及び装置 225,693,292 13,580,125 28,474,938 210,798,479 

工具器具備品 1,074,721,953 140,520,000 472,448,241 742,793,712 

リース資産 616,648,649 398,334,115 139,000,000 875,982,764 

計 6,622,563,380 552,434,240 639,923,179 6,535,074,441 

 

資産の種類 
減価償却累計額 年度末償却 

未済高 当年度増加額 当年度減少額 累計 

土地 0 0 0 3,242,246,476 

建物 23,341,987 0 336,048,168 501,440,393 

建物附属設備 41,516,457 0 89,762,271 519,749,546 

構築物 1,005,322 0 1,148,796 15,103,836 

機械及び装置 14,972,823 14,223,220 68,252,182 142,546,297 

工具器具備品 135,852,731 163,713,210 622,274,835 120,518,877 

リース資産 57,016,674 62,332,240 102,324,573 773,658,191 

計 273,705,994 240,268,670 1,219,810,825 5,315,263,616 

 

⑵ 無形固定資産                     （単位：円） 

資産の種類 
年度当初 

現在高 

当年度 

増加額 

当年度 

減少額 

当年度 

減価償却額 

年度末 

現在高 

リース資産 1,313,424 1,795,885 0 262,684 2,846,625 

計 1,313,424 1,795,885 0 262,684 2,846,625 

 

 

 

 



 

⑶ 投資                          （単位：円） 

資産の種類 
年度当初 

現在高 
当年度増加額 当年度減少額 

年度末 

現在高 

基金 1,828,883,500 0 1,828,883,500 0 

計 1,828,883,500 0 1,828,883,500 0 

 

 

  



 

Ⅳ 令和５年度予算の概況及び事業の経営方針 

 

 

１ 予算実施計画 

 ⑴ 収益的収入及び支出 

 収入 

款   項   目 予定額（千円） 

１ 競走事業収益 89,130,699  

 １ 営業収益 89,102,183 

  １ 開催収益 82,307,316  

  ２ 場間場外発売事務受託収益 6,433,767  

  ３ その他営業収益 361,100  

 ２ 営業外収益 28,516 

  １ 使用料 4  

  ２ 受取利息及び配当金 300  

  ３ 長期前受金戻入 28,212  

 

 支出 

款   項   目 予定額（千円） 

１ 競走事業費用 85,473,812 

 １ 営業費用 85,463,156 

  １ 開催費 79,471,121  

  ２ 場間場外発売事務受託費 5,452,101  

  ３ 管理費（総係費） 344,479  

  ４ 減価償却費 189,737  

  ５ 資産減耗費 5,718  

 ２ 営業外費用 10,656 

  １ 支払利息 5,656  

  ２ 消費税 5,000  

 

 

 

 

 

 



 

 ⑵ 資本的収入及び支出 

 収入 

款   項   目 予定額（千円） 

１ 資本的収入 10,366 

 ２ 固定資産売却代金 10,366 

  １ 固定資産売却代金 10,366  

 

支出 

款   項   目 予定額（千円） 

１ 資本的支出 3,861,308 

 １ 建設改良費 261,308 

  １ 施設整備費 5,303 

  ２ 資産購入費 49,185  

  ３ リース債務支払費 206,820  

 ３ 利益剰余金繰出金 3,600,000 

  １ 他会計繰出金 3,600,000 

 

 

 

２ 事業の経営方針 

  実際にボートレースが行われている平和島本場が、本市モーターボート競

走事業の土台であることから、本場売上げの確保と次世代の顧客層を開拓す

るため、平和島本場の活性化に向けた施策を進めるとともに電話投票や場間

場外発売によって総合的に売上げの向上を図っていく。 

  また、持続的に収益を確保し他会計への繰出しができるよう、次の重点課

題に取り組むものとする。 

⑴ 高グレードレースの誘致 

⑵ 魅力あるレースの提供 

⑶ 本場の活性化 

⑷ 施設整備 

⑸ 新型コロナウイルス感染症拡大防止策の徹底 

⑹ 電話投票の売上げ向上 

⑺ 場間場外発売の売上げ向上 

⑻ ボートピア等の安定的な運営及び新規開設の検討 


